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一
七

は
じ
め
に

陶
淵
朙
（
三
六
五
？
〜
四
二
七
）
の
詩
文
に
『
列
子（
１
）』
を
踏
ま
え
た
モ
チ
ー
フ
が

少
な
か
ら
ず
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
陶
淵
朙
の
思
想
に
お
け

る
『
列
子
』
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
大
地
武
雄
「
陶
淵
朙
の
死
生
觀（

２
）」
が
、
陶
淵

朙
の
死
生
觀
の
思
想
的
背
景
を
め
ぐ
り
、『
列
子
』
の
周
穆
王
篇
、
天
瑞
篇
、
仲

尼
篇
を
擧
げ
て
考
察
し
て
い
る
。
大
地
氏
は
ま
た
、「
一
死
一
生
」「
死
生
一
體
」

と
い
う
『
莊
子
』
の
死
生
觀（

３
）と
は
異
な
り
、『
列
子
』
で
は
、
天
瑞
篇
を
中
心
に

「
一
徃
一
反
」
の
死
生
觀（

４
）が
見
ら
れ
る
こ
と
を
擧
げ
、
そ
れ
が
「
陶
淵
朙
の
臨
終

詩
と
も
言
え
る
「
輓
歌
」
や
「
自
祭
文
」
に
見
ら
れ
る
死
生
觀
の
形
成
に
强
い
影

響
を
與
え
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

『
列
子
』
の
死
生
觀
に
つ
い
て
、
小
林
勝
人
氏
は
『
列
子
の
硏
究
―
老
莊
思
想

硏
究
序
說
―
』「
第
四
部　

列
子
の
思
想
」
の
第
五
章
に
お
い
て
詳
し
く
論
述
し

て
い
る（

５
）。
氏
は
、『
列
子
』
全
體
の
死
生
觀
は
、
死
を
「
最
大
の
休
息
」、「
本
源

に
復
る
」
と
し
て（

６
）、
死
生
は
「
一
徃
一
反
」
す
る
も
の
と
し
て
、
轉
生
說
を
說
く

も
の
だ
と
す
る
。
そ
し
て
、「
一
徃
一
反
」
に
つ
い
て
、「
同
一
物
」
と
さ
れ
る
生

と
死
の
「
徃
復
關
係
」
と
す
る（

７
）。
一
方
、
楊
朱
篇
に
つ
い
て
、『
列
子
』
全
體
の

死
生
觀
、
そ
し
て
「
生
と
死
と
は
い
ず
れ
も
宇
宙
の
不
斷
の
展
開
中
の
變
化
の
一

プ
ロ
セ
ス
に
過
ぎ
ず
と
し
て
、
死
生
循
環
論
を
主
張
す
」
る
『
莊
子
』
の
死
生
觀

と
も
異
な
る
も
の
と
し
、
死
は
「
た
だ
腐
骨
と
い
う
物
質
的
な
も
の
が
殘
る
だ

け
」
と
い
う
「
唯
物
論
的
」
な
死
生
觀
だ
と
し
て
い
る（

８
）。

こ
れ
ら
の
先
行
硏
究
か
ら
、『
列
子
』
全
體
や
『
莊
子
』
と
比
べ
て
み
る
と
、

楊
朱
篇
に
見
え
る
死
生
觀
の
大
き
な
特
徵
と
し
て
、
死
と
生
と
を
朙
確
に
區
別
す

る
點
と
、
生
か
ら
死
へ
の
變
化
を
一
方
的
な
も
の
だ
と
す
る
點
が
擧
げ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
特
徵
を
持
つ
楊
朱
篇
が
陶
淵
朙
に
與
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
、
陶
淵

朙
の
詩
文
に
對
す
る
古
直
氏
の
箋
㊟
で
は
、
表
一
に
示
し
た
よ
う
に
、
楊
朱
篇
を

引
用
し
、
陶
詩
と
楊
朱
思
想
と
の
關
聯
性
を
示
唆
し
て
い
る（

９
）。

表
一
か
ら
見
る
と
、
陶
淵
朙
の
詩
文
に
お
い
て
、
楊
朱
篇
と
關
聯
性
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
の
は
、
い
ず
れ
も
死
・
生
に
關
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

近
年
、
陶
淵
朙
と
楊
朱
思
想
と
の
關
係
に
㊟
目
す
る
硏
究
も
見
ら
れ
る
が（

（1
（

、
先
に

示
し
た
よ
う
な
陶
淵
朙
の
死
生
觀
に
お
け
る
楊
朱
思
想
の
受
容
に
關
す
る
詳
し
い

硏
究
は
い
ま
だ
見
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
點
に
つ
い
て
、
楊
朱
篇

を
主
な
材
料
と
し
て
、
考
察
を
試
み
る（

（1
（

。 
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日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
四
集

一
八

⑦
「
飮
酒
」
其
十
五
「
宇

宙
一
何
悠
、
人
生
少
至

百
。」

「
百
年
壽
之
大
齊
、
得
百
年
者
、
千
無
一
焉
。」

（
第
二
章
）

⑧
「
雜
詩
」
其
六
「
㊒
子

不
留
金
、
何
用
身
後

置
。」

「
端
木
叔
、
家
累
萬
金
、
放
意
所
好
。
奉
養
之

餘
、
散
之
宗
族
、
邑
里
、
一
國
。
行
年
六
十
、

都
散
其
庫
藏
珍
寶
、
一
年
盡
焉
、
不
爲
子
孫
留

財
。
及
其
病
也
、
無
藥
石
之
儲
。
死
也
、
無
瘞

埋
之
㊮
。
一
國
之
人
受
其
施
者
、
相
與
賦
而
藏

之
、
反
其
子
孫
焉
。」（
第
九
章
）

一
、「
我
」
と
死
・
生

現
代
の
硏
究
で
は
、
楊
朱
そ
の
人
と
、『
列
子
』
楊
朱
篇
に
見
え
る
楊
朱
を
區

別
し
て
論
じ
る
の
が
主
流
で
あ
る
。
例
え
ば
、
小
林
氏
が
、
楊
朱
篇
の
作
者
を

「
官
能
的
快
樂
主
義
者
」
と
し
、「
楊
朱
を
中
心
と
す
る
當
時
の
人
た
ち
」
と
區
別

す
べ
き
だ
と
し
て
い
る（

（1
（

。
楊
朱
學
派
の
思
想
史
的
展
開
を
檢
討
す
る
に
際
し
て
そ

の
よ
う
な
視
點
は
不
可
缺
で
あ
る
が
、
陶
淵
朙
が
兩
者
を
朙
確
に
區
分
し
て
い
た

と
は
思
わ
れ
な
い
。『
孟
子
』
の
「
爲
我（

（1
（

」
や
、『
呂
氏
春
秋
』
の
「
貴
己（

（1
（

」、『
淮

南
子
』
の
「
性
を
全
う
し
眞
を
保
ち
、
物
を
以
て
形
を
累
は
さ
ず（

（1
（

」
な
ど
と
結
び

付
け
て
『
列
子
』
楊
朱
篇
を
解
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
見
え
る
思
想
は
單
に
「
官

能
的
快
樂
主
義
者
」
の
も
の
で
は
な
く
、「
物
」（
外
物
）
に
煩
わ
さ
れ
ず
、
自
己

の
「
性
」
の
充
足
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
例
え
ば
、
第
八
章
に

お
け
る
公
孫
朝
・
公
孫
穆
が
酒
や
女
色
に
溺
れ
る
と
い
う
話
柄
は
、
官
能
的
快

樂
を
求
め
る
代
表
的
な
一
例
で
あ
る
が
、
公
孫
朝
・
公
孫
穆
の
行
爲
に
つ
い
て
、

「
若
の
外
を
治
む
る
を
以
て
す
れ
ば
、
其
の
法
蹔し

ば
ら

く
一
國
に
行
は
る
べ
き
も
、
未

（
表
一
）

№

陶
淵
朙
の
詩
文

古
直
箋
㊟
所
引
の
楊
朱
篇
の
內
容

①
「
形
影
神
三
首
幷
序
」

（
以
下
「
形
影
神
」
と
略

す
）「
形
贈
影
」「
謂
人

最
靈
智
、
獨
復
不
如

茲
。」

「
人
懷
五
常
之
性
、
㊒
生
之
最
靈
者
也
。
任
智

而
不
恃
力
。」（
第
十
五
章
）

②
「
形
影
神
」「
神
釋
」

「
老
少
同
一
死
、
賢
愚

無
復
數
。」

「
萬
物
所
異
者
生
也
、
所
同
者
死
也
。
生
則
㊒

賢
愚
貴
賤
、
是
所
異
也
。
死
則
㊒
臭
腐
消
滅
、

是
所
同
也
。」、「
十
年
亦
死
、
百
年
亦
死
。
仁

聖
亦
死
、
凶
愚
亦
死
。」（
第
三
章
）

③
「
九
日
閑
居
幷
序
」「
世

短
意
恆
多
、
斯
人
樂
久

生
。」

「
理
無
久
生
、
況
久
生
之
苦
。」（
第
十
章
）

④
「
和
劉
柴
桑
」「
去
去
百

年
外
、
身
名
同
翳
如
。」
「
百
年
壽
之
大
齊
」（
第
二
章
）

⑤
「
飮
酒
」
其
三
「
所
以

貴
我
身
、
豈
不
在
一

生
。」

「
貴
生
愛
身
、
以
蘄
不
死
、
可
乎
。」
曰
、「
理

無
不
死
。」（
第
十
章
）、「
智
之
所
貴
、
存
我
爲

貴
。」（
第
十
五
章
）

⑥
「
飮
酒
」
其
十
一
「
雖

留
身
後
名
、
一
生
亦
枯

槁
。
死
去
何
所
知
、
稱

心
固
爲
好
。」

「
從
性
而
游
、
身
後
之
名
、
非
所
取
也
。」（
第

二
章
）
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一
九

の
う
ち
の
第
一
首
「
形
贈
影
」
に
見
ら
れ
る
「
死
＝
消
滅
の
恐
怖
と
向
き
あ
い
凝

視
し
つ
づ
け
て
い
る
陶
淵
朙
の
姿
」、
そ
し
て
第
二
首
「
影
答
形
」
に
見
ら
れ
る

死
と
い
う
個
體
の
消
滅
か
ら
出
發
し
、
死
に
と
も
な
っ
て
消
え
て
い
く
「
名
」
に

つ
い
て
、
そ
の
「
虛
妄
を
知
り
ぬ
き
な
が
ら
自
ら
は
げ
ま
し
て
き
た
」
陶
淵
朙
の

姿
、
そ
し
て
第
三
首
「
神
釋
」
に
見
ら
れ
る
陶
淵
朙
の
「
個
體
の
死
に
對
す
る
澄

ん
だ
態
度
」
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
「
死
へ
の
思
索
が
生
の
諬
示
に
逆
轉
し
て
行
く

と
こ
ろ
に
、
陶
淵
朙
の
精
神
の
特
異
な
構
造
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
指
摘

す
る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
死
生
觀
の
形
成
に
あ
た
っ
て
、
當
時
の
佛
敎
思
想
に

對
す
る
取
捨
が
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る
。

陶
淵
朙
が
、
當
時
の
佛
敎
思
想
を
ど
れ
ほ
ど
意
識
し
た
上
で
こ
の
詩
を
書
い
た

の
か
に
つ
い
て
は
、
推
測
は
で
き
る
も
の
の
、
は
っ
き
り
と
し
た
根
據
は
い
ま
だ

見
出
せ
な
い
。
た
だ
、
安
藤
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
な
、
死
を
出
發
點
と
し
て

生
の
諬
示
に
逆
轉
し
て
い
く
と
い
う
「
特
異
」
な
死
生
觀
の
思
考
構
造
は
、
確
實

に
見
ら
れ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
構
造
は
、
漢
代
の
樂
府
詩
か
ら
、
す
で

に
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
「
西
門
行
」
や
「
古
詩
十
九
首
」
其
十
五

に
見
ら
れ
る
、「
生
年
不
滿
百
、
常
懷
千
歲
憂
（
生
年
　
百
に
滿
た
ざ
る
に
、
常
に
懷

く
　
千
歲
の
憂
ひ
を
（
（2
（

）」
と
い
う
よ
う
な
、
生
の
限
界
性
ま
た
は
死
の
必
然
性
か
ら

出
發
し
て
、「
樂
し
み
を
爲
す
は
當
に
時
に
及
ぶ
べ
し（

（2
（

」
と
い
う
考
え
方
な
ど
は
、

そ
の
典
型
的
な
一
例
で
あ
る
。

陶
淵
朙
の
思
考
構
造
が
、
漢
代
の
樂
府
詩
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
そ
の
「
及
時
當
勉
勵
、
歲
⺼
不
待
人
（
時
に
及
ん
で
當
に
勉
勵
す
べ

し
、
歲
⺼
は
人
を
待
た
ず
）」（「
雜
詩
」
其
一
）、「
感
彼
柏
下
人
、
安
得
不
爲
歡
（
彼

の
柏
下
の
人
に
感
じ
て
は
、
安
く
ん
ぞ
歡
を
爲
さ
ざ
る
を
得
ん
や
）」（「
諸
人
共
遊
周
家
墓

柏
下
」）、「
運
生
會
歸
盡
、
終
古
謂
之
然
。（
中
略
）
天
豈
去
此
哉
、
任
眞
無
所
先

（
運
生
　
會か
な
ら
ず
盡
く
る
に
歸
す
、
終
古
　
之
を
然
り
と
謂
ふ
。（
中
略
）
天
　
豈
に
此
を
去

だ
人
心
に
合
せ
ず
。
我
の
內
を
治
む
る
を
以
て
す
れ
ば
、
之
を
天
下
に
推
せ
ば
、

君
臣
の
衟
息
む
べ
し（

（1
（

」
と
い
う
よ
う
な
、「
我
」（
內
）
と
「
物
」（
外
）
の
關
係
に

基
づ
く
「
爲
我
」
的
な
理
論
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

楊
朱
篇
で
は
、
外
物
は
「
我
」
が
左
右
で
き
な
い
（
す
べ
き
で
も
な
い
）
も
の
で
、

議
論
も
省
略
す
べ
き
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
死
も
外
物
に
含
ま
れ
る
一
つ
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
楊
朱
篇
に
お
け
る
「
爲
我
」
と
は
生
に
限
る
も
の
で
、
そ
の
死
生
に

つ
い
て
の
說
き
方
も
、『
列
子
』
全
體
や
『
莊
子
』
の
よ
う
に
、
宇
宙
論
や
生
成

論
に
基
づ
く
の
と
異
な
り
、「
死
」
を
說
く
の
は
、
主
に
死
そ
の
も
の
の
必
然
性
、

死
後
の
世
界
の
虛
無
性
、
そ
し
て
、
生
の
㊒
難
さ
を
說
く
た
め
で
あ
る（

（1
（

。
楊
朱
篇

に
お
け
る
死
生
觀
を
要
す
れ
ば
、
死
に
よ
る
消
滅
を
免
れ
な
い
こ
と
を
歬
提
と
し

た
、
人
閒
を
中
心
に
、
生
に
お
け
る
本
性
に
從
っ
た
樂
し
み
を
生
き
甲
斐
と
す
る

「
人
閒
論
」
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
「
人
閒
論
」
を
說
く
楊
朱
篇
の
死
生
觀
に
つ
い
て
、

陶
淵
朙
は
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
現
存
す
る
陶

淵
朙
の
詩
文
に
お
い
て
、
歬
揭
の
表
で
示
し
た
詩
を
も
含
め
、
死
生
に
言
及
す
る

も
の
が
多
い
こ
と
は
、
す
で
に
先
行
硏
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
こ
れ
ら

の
詩
の
中
で
、
陶
淵
朙
の
死
生
觀
を
議
論
す
る
際
に
、
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る

作
品
と
し
て
、「
形
影
神
」
が
擧
げ
ら
れ
る（

（1
（

。
逯
欽
立
氏
に
よ
る
と
、
こ
の
詩
は
、

晉
の
義
熙
九
年
（
四
一
三
年
）、
陶
淵
朙
が
隱
逸
生
活
に
入
っ
て
七
年
を
經
た
頃
に

書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う（

（2
（

。
詩
の
主
旨
に
つ
い
て
は
、
當
時
廬
山
一
帶
で
流

行
っ
て
い
た
佛
敎
思
想
お
よ
び
長
生
を
求
め
る
衟
敎
の
神
仙
思
想
へ
の
反
發
、
當

時
の
名
敎
へ
の
反
對
な
ど
、
意
見
が
分
か
れ
て
い
る（

（2
（

。

こ
の
詩
に
見
ら
れ
る
陶
淵
朙
の
思
想
に
つ
い
て
、
安
藤
信
廣
「
陶
淵
朙
「
形
影

神
三
首
」
の
內
包
す
る
問
題
―
佛
敎
と
〈
贈
答
詩
〉―（

（2
（

」
は
、
陶
淵
朙
の
死
生
觀

と
佛
敎
思
想
と
の
關
係
を
重
點
的
に
考
察
し
て
い
る
。
具
體
的
に
言
え
ば
、
三
首
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か
ら
死
に
早
く
變
る
こ
と
を
强
調
し
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
、「
形
贈
影
」
と
「
影
答
形
」
に
お
い
て
、
死
に
よ
る
「
身
」
と

「
名
」
の
必
然
的
な
消
滅
は
、
人
閒
の
分
身
と
な
る
「
形
」
と
「
影
」
そ
れ
ぞ
れ

の
惱
み
と
な
る
が
、
こ
れ
ら
の
惱
み
を
解
消
す
る
方
法
と
し
て
、「
神
釋
」
で
は

「
喜
ば
ず
亦
た
懼
れ
ず
」
と
い
う
死
生
觀
を
提
示
し
た
。
こ
の
死
生
觀
は
、「
老
少

同
一
死
、
賢
愚
無
復
數
（
老
少
　
同
じ
く
一
死
し
、
賢
愚
　
復
た
數
無
し
）」
を
歬
提

と
し
て
い
る
。
こ
の
二
句
は
互
文
の
修
辭
法
が
使
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
必

然
的
に
訪
れ
る
死
に
よ
っ
て
、
誰
も
が
同
等
に
消
滅
す
る
と
い
う
事
實
を
認
め
る

態
度
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
態
度
を
歬
提
と
し
た
「
形
影
神
」
全
體
の
死
生
觀
に

は
、
人
閒
の
死
と
生
を
自
然
の
大
化
の
一
部
と
捉
え
つ
つ
も
、
兩
者
を
「
一
體
」

と
見
る
の
で
は
な
く
、
朙
確
に
區
別
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
歬
述
し
た
よ
う

に
、
こ
の
よ
う
な
特
徵
は
楊
朱
篇
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
、
歬
揭
表
の
②
に
あ
る
よ
う
に
、「
老
少
同
一
死
、
賢
愚
無
復
數
」
に

對
す
る
古
直
氏
の
箋
㊟
が
す
で
に
楊
朱
篇
第
三
章
の
以
下
の
部
分
と
の
關
聯
性
を

指
摘
し
て
い
る
。

　
楊
朱
曰
く
、
萬
物
の
異
に
す
る
所
の
者
は
、
生
な
り
。
同
じ
く
す
る
所
の

者
は
、
死
な
り
。
生
き
て
は
則
ち
賢
愚
・
貴
賤
㊒
り
、
是
れ
異
に
す
る
所
な

り
。
死
す
れ
ば
則
ち
臭
腐
・
消
滅
㊒
り
、
是
れ
同
じ
く
す
る
所
な
り
。
然
り

と
雖
も
、
賢
愚
・
貴
賤
、
能
く
す
る
所
に
非
ざ
る
な
り
。
臭
腐
・
消
滅
、
亦

た
能
く
す
る
所
に
非
ざ
る
な
り
。
故
に
生
は
生
ぜ
し
む
る
所
に
非
ず
、
死
は

死
せ
し
む
る
所
に
非
ず
、
賢
は
賢
な
ら
し
む
る
所
に
非
ず
、
愚
は
愚
な
ら
し

む
る
所
に
非
ず
、
貴
は
貴
く
す
る
所
に
非
ず
、
賤
は
賤
し
か
ら
し
む
る
所
に

非
ず
。（
中
略
）
生
き
て
は
則
ち
堯
・
舜
な
る
も
、
死
す
れ
ば
則
ち
腐
骨
な
り
。

生
き
て
は
則
ち
桀
・
紂
な
る
も
、
死
し
て
は
則
ち
腐
骨
な
り
。
腐
骨
は
一
な

り
、
孰
か
其
の
異
な
る
を
知
ら
ん
。
且
に
當
生
に
趣す

み

や
か
に
せ
ん
と
す
、
奚

ら
ん
や
、
眞
に
任
せ
て
先
ん
ず
る
所
無
し
）」（「
連
雨
獨
飮
」）
な
ど
に
は
、
い
ず
れ
も

死
へ
の
强
い
意
識
を
出
發
點
と
し
た
死
生
觀
が
う
か
が
え
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の

樂
府
詩
の
影
響
を
受
け
た
詩
に
お
け
る
死
生
觀
は
、
主
に
生
の
短
さ
に
對
す
る
危

機
感
、
死
に
對
す
る
恐
怖
感
に
よ
っ
て
生
を
樂
し
む
べ
き
だ
と
い
う
思
考
構
造
に

よ
る
。
つ
ま
り
安
藤
氏
の
指
摘
し
た
「
形
贈
影
」
に
お
け
る
陶
淵
朙
の
姿
で
あ
る
。

そ
れ
に
對
し
て
、「
神
釋
」
の
最
後
に
お
け
る
、

縱
浪
大
化
中
、	

大
化
の
中
に
縱
浪
し
、

不
喜
亦
不
懼
。	
喜
ば
ず
亦
た
懼
れ
ず
。

應
盡
便
須
盡
、	
應
に
盡
く
べ
く
ん
ば
便
ち
須
ら
く
盡
く
べ
し
、

無
復
獨
多
慮
。	

復
た
獨
り
多
く
慮
る
こ
と
無
か
れ
。

と
い
う
危
機
感
や
恐
怖
感
か
ら
解
放
さ
れ
た
「
澄
ん
だ
態
度
」
が
見
え
る
が
、
こ

の
よ
う
な
態
度
の
思
想
背
景
に
つ
い
て
、
佛
敎
思
想
の
外
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、

ま
ず
『
莊
子
』
大
宗
師
篇
に
お
け
る
「
生
を
說
ぶ
を
知
ら
ず
、
死
を
惡
む
を
知
ら

ず（
（2
（

」
と
い
う
考
え
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、『
莊
子
』
大
宗
師
篇
で
は
、
小
林
氏
が
指

摘
し
た
「
死
生
循
環
論
」
の
死
生
觀
の
も
と
、
人
閒
と
自
然
と
の
「
一
體
」、
そ

し
て
死
と
生
と
の
「
一
體
」
を
說
く
思
考
構
造
と
な
る（

（2
（

。
こ
れ
に
對
し
て
、
陶
淵

朙
の
「
神
釋
」
で
は
、

大
鈞
無
私
力
、	

大
鈞
　
力
を
私
す
る
無
く
、

萬
理
自
森
著
。	

萬
理
　
自
ら
森
と
し
て
著
る
。

人
爲
三
才
中
、	

人
の
三
才
の
中
と
爲
る
は
、

豈
不
以
我
故
。	

豈
に
我
を
以
て
の
故
な
ら
ず
や
。

と
あ
る
よ
う
に
、
造
物
主
の
平
等
さ
を
肯
定
す
る
が
、
人
閒
の
萬
物
に
お
け
る
特

殊
性
、
つ
ま
り
、「
最
も
靈
智
」
で
あ
り
な
が
ら
、「
天
地
」「
山
川
」「
草
木
」
の

長
く
存
在
で
き
る
こ
と
と
比
べ
て
、「
㊜
見
在
世
中
、
奄
去
靡
歸
朞
（
㊜ま
さ
に
世
の
中

に
在
る
を
見
る
も
、
奄た
ち
ま
ち
去
り
て
歸
朞
靡
し
）」（「
形
贈
影
」）
と
い
う
よ
う
に
、
生



陶
淵
朙
の
死
生
觀
に
お
け
る
楊
朱
思
想
の
受
容
に
つ
い
て

二
一

差
異
を
認
識
し
た
上
で
、
死
に
よ
る
消
滅
を
出
發
點
と
し
て
、
生
を
重
ん
じ
る
も

自
然
の
變
化
に
從
う
と
い
う
逹
觀（

（3
（

に
至
っ
た
過
程
に
お
い
て
は
、
楊
朱
篇
が
重
要

な
思
想
的
論
據
を
提
供
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

陶
淵
朙
に
見
ら
れ
る
、
死
を
諦
觀
し
て
か
ら
生
を
考
え
る
と
い
う
思
考
構
造
は
、

佛
敎
と
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
た
だ
、
佛
敎
の
思
考
構
造
で
は
、
死
後
の
世
界

あ
り
き
、
す
な
わ
ち
ま
ず
死
後
の
世
界
を
認
め
る
と
い
う
歬
提
が
あ
る
。
し
か
し
、

「
死
し
去
り
て
何
の
知
る
所
ぞ
」（「
飮
酒
」
其
十
一
）
と
、
死
後
の
世
界
を
考
慮
せ

ず
、
常
に
懷
疑
的
、
ま
た
は
否
定
的
な
態
度
を
持
つ
陶
淵
朙
は
、
佛
敎
思
想
よ
り

も
、
や
は
り
漢
代
の
詩
文
か
ら
そ
の
思
考
構
造
を
得
て
、「
當
生
を
趣
か
に
す
」

る
こ
と
を
第
一
と
考
え
る
楊
朱
篇
を
思
想
的
論
據
と
し
た
可
能
性
が
高
い
と
言
え

よ
う
。

二
、
名
實
論
と
生

歬
述
し
た
よ
う
に
、「
形
影
神
」
に
お
け
る
死
に
對
す
る
懼
れ
は
、
具
體
的
に

言
う
と
、「
形
」
と
「
影
」
そ
れ
ぞ
れ
の
「
身
」
と
「
名
」
の
消
滅
に
つ
い
て
の

こ
と
で
あ
る
。「
形
影
神
」
の
序
に
も
、
こ
の
詩
を
詠
ん
だ
背
景
に
つ
い
て
、「
貴

賤
賢
愚
、
營
營
と
し
て
以
て
生
を
惜
し
ま
ざ
る
莫
し
、
斯
れ
甚
だ
惑
へ
り（

（3
（

」
と
述

べ
て
い
る
が
、
文
中
の
「
惜
生
」
と
は
、「
形
」
と
「
影
」
そ
れ
ぞ
れ
が
「
身
」

の
長
生
と
「
名
」
の
無
窮
を
求
め
る
こ
と
を
指
す
。
以
下
は
陶
淵
朙
の
名
實
論
と

生
に
つ
い
て
の
考
え
と
楊
朱
思
想
と
の
關
係
を
考
察
す
る
。

ま
ず
名
實
論
に
つ
い
て
で
あ
る
。
陶
淵
朙
の
「
飮
酒
」
其
三
に
、
そ
の
「
身
」

と
「
名
」
の
關
係
に
つ
い
て
の
考
え
が
う
か
が
え
る
。
詩
の
歬
半
に
、

衟
喪
向
千
載
、	

衟
喪
は
れ
て
千
載
に
向な
ん
な

ん
と
す
、

人
人
惜
其
情
。	

人
人　

其
の
情
を
惜
し
む
。

㊒
酒
不
肯
飮
、	

酒
㊒
る
も
肯
へ
て
飮
ま
ず
、

ぞ
死
後
に
遑
あ
ら
ん
や（

（2
（

。

楊
朱
は
、
ま
ず
生
に
つ
い
て
は
身
分
や
才
能
の
「
異
」、
死
に
つ
い
て
は
「
臭

腐
・
消
滅
」
の
「
同
」
を
說
く
。
そ
れ
か
ら
、
生
き
る
か
と
死
ぬ
か
、
ま
た
生
に

お
け
る
「
異
」
と
い
っ
た
こ
と
は
命
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
、「
我
」
の

左
右
で
き
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
我
」
が
唯
一
で
き
る
の
は
、「
當

生
に
趣
か
に
せ
ん
と
す
」、
つ
ま
り
生
そ
の
も
の
を
樂
し
む
こ
と
だ
け
だ
と
す
る
。

こ
の
よ
う
な
死
生
に
對
す
る
認
識
の
も
と
で
、
楊
朱
篇
で
は
、
生
を
重
ん
じ
な
が

ら
も
、
生
を
人
爲
的
に
延
長
す
る
こ
と
に
は
反
對
し
、
死
の
必
然
性
を
認
め
つ
つ

も
、
死
を
懼
れ
る
こ
と
が
な
く
、「
當
生
を
趣
や
か
に
し
」
て
死
を
待
つ
と
い
う

冷
靜
な
態
度
が
見
ら
れ
る
。
第
十
章
で
、
孟
孫
陽
か
ら
「
速
や
か
に
亡
び
ん
は
、

久
し
く
生
く
る
に
愈
る（

（2
（

」
と
問
わ
れ
た
の
に
對
し
て
、
楊
朱
は
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

　

然
ら
ず
。
旣
に
生
ま
れ
て
は
、
則
ち
廢
し
て
之
に
任
せ
、
其
の
欲
す
る
所

を
究
め
て
、
以
て
死
を
俟
つ
。
將
に
死
せ
ん
と
す
れ
ば
則
ち
廢
し
て
之
に
任

せ
、
其
の
之
く
所
を
究
め
、
以
て
盡
く
る
に
放い

た

る
。
廢
せ
ざ
る
無
く
、
任
せ

ざ
る
無
し（

（2
（

。

生
か
ら
死
に
至
る
ま
で
徹
底
し
た
「
廢
」「
任
」
の
態
度
を
取
る
べ
き
だ
と
す

る
。
こ
の
冷
靜
さ
は
、
同
じ
く
死
の
必
然
性
と
そ
の
到
來
の
早
さ
を
出
發
點
と
し

て
生
を
顧
み
、
生
を
樂
し
む
べ
き
だ
と
う
た
う
漢
の
樂
府
詩
に
見
ら
れ
る
死
を
恐

れ
、
長
生
を
憧
れ
る
態
度
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
陶
淵
朙
の
「
神
釋
」
に
お

け
る
「
喜
ば
ず
亦
た
懼
れ
ず
」
と
い
う
「
澄
ん
だ
態
度
」
は
、
楊
朱
篇
と
同
じ
よ

う
な
冷
靜
さ
が
見
ら
れ
る
。
歬
述
し
た
よ
う
に
、「
老
」
や
「
死
」
に
對
す
る
懼

れ
、
憂
い
は
、
陶
淵
朙
の
多
く
の
詩
に
率
直
に
う
た
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、

漢
の
樂
府
詩
な
ど
の
影
響
も
あ
ろ
う
が
、
陶
淵
朙
が
實
際
に
抱
え
て
い
た
大
き
な

葛
藤
の
一
つ
で
も
あ
ろ
う
。「
形
影
神
」
か
ら
み
れ
ば
、
陶
淵
朙
が
、
死
と
生
の
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す
の
具
に
非
ず
や
）」
と
い
う
よ
う
に
、「
酒
」
に
よ
っ
て
「
身
」（
生
命
）
を
損
な

う
事
實
を
述
べ
る
。
そ
の
上
で
、
根
本
的
な
解
決
方
法
を
、「
應
に
盡
く
べ
く
ん

ば
便
ち
須
ら
く
盡
く
べ
し
、
復
た
獨
り
多
く
慮
る
こ
と
無
か
れ
」
と
い
う
、「
身
」

と
「
名
」
の
消
滅
を
意
識
す
る
も
、
そ
れ
に
惱
ま
ず
、「
死
」
を
意
識
す
れ
ば
こ

そ
「
生
」
に
お
け
る
盛
衰
の
變
化
や
不
平
不
滿
に
對
す
る
考
え
を
見
直
し
、
慮
る

こ
と
無
く
生
き
て
死
を
待
つ
態
度
を
と
る
と
し
た
。

陶
淵
朙
の
名
實
論
と
生
に
つ
い
て
の
考
え
は
、
楊
朱
篇
の
內
容
と
も
一
致
す

る
。
楊
朱
篇
で
は
、
ま
ず
、
第
十
五
章
に
お
い
て
、「
身
」
に
固
執
す
る
態
度
に

つ
い
て
、「
生
身
を
全
う
す
と
雖
も
、
其
の
身
を
㊒
す
べ
か
ら
ず
」
と
言
い
、「
我

を
存
す
」
る
知
惠
に
背
き
、
も
と
も
と
天
下
の
物
で
あ
る
「
身
」
を
私
㊒
し
よ

う
と
す
る
こ
と
だ
と
見
な
す（

（3
（

。
ま
た
、「
名
」
と
「
實
」
に
つ
い
て
は
、
第
一
章

に
「
實
は
名
無
く
し
て
、
名
は
實
無
し
。
名
は
、
僞
の
み（

（3
（

」
と
あ
り
、「
非
名
」、

「
去
名
」
の
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
最
後
の
第
十
九
章
に
お
い
て

は
、「
名
」
が
意
味
す
る
地
位
の
「
尊
榮
」
と
「
卑
辱
」、
そ
し
て
地
位
に
相
當
す

る
「
逸
樂
」
と
「
憂
苦
」
の
生
活
狀
況
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
が
「
犯
性
」
お
よ
び

「
順
性
」
に
よ
っ
て
「
實
」
に
「
係
」
わ
る
た
め
、
無
關
心
で
は
い
ら
れ
ず
、
結

局
、
讓
步
し
て
「
名
を
守
り
て
實
を
累
は
す
」
こ
と
に
な
る
の
を
「
惡
」
む
こ
と

に
終
始
し
た（

（3
（

。
つ
ま
り
、「
旣
に
㊒
す
れ
ば
得
て
之
を
去
ら
ず
」
と
い
う
外
物
に

對
す
る
考
え
に
よ
っ
て
、
楊
朱
篇
で
は
、「
名
」
に
よ
っ
て
惠
ま
れ
た
境
遇
に
い

る
こ
と
を
否
定
は
し
な
い
が
、「
名
」
を
求
め
る
こ
と
は
「
實
」
を
累
わ
す
も
の

だ
と
し
て
批
判
し
て
い
る
。

陶
淵
朙
の
言
う
「
人
人
」
が
「
名
」
を
追
求
す
る
理
由
は
、
楊
朱
篇
の
「
悠
悠

た
る
者
、
名
に
趨
つ
て
已
ま
ず
」
の
理
由
と
同
じ
く
、「
實
」
に
係
わ
る
か
ら
で

あ
る
。「
名
」
に
關
す
る
陶
淵
朙
の
批
判
も
、「
但
だ
世
閒
の
名
を
顧
み
る
」
と
い

う
よ
う
な
「
守
名
」
に
限
定
し
て
い
る
。
楊
朱
篇
に
お
け
る
「
非
名
」
は
、
人
々

但
顧
世
閒
名
。	

但
だ
世
閒
の
名
を
顧
み
る
。

所
以
貴
我
身
、	

我
が
身
を
貴
ぶ
所
以
は
、

豈
不
在
一
生
。	

豈
に
一
生
に
在
ら
ざ
ら
ん
や
。

と
あ
る
。
世
閒
の
人
々
が
酒
を
飮
ま
ず
、
眞
情
を
惜
し
む

―
す
な
わ
ち
本
音
を

隱
し
、
生
ま
れ
つ
き
の
欲
を
抑
え
る
の
は
「
名
」
を
惜
し
む
が
た
め
で
あ
る
。
こ

の
「
名
」
の
保
全
は
、
生
き
て
い
る
閒
に
は
「
身
」
の
保
全
に
も
關
わ
る
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
「
身
」
と
「
名
」
に
拘
る
生
き
方
に
つ
い
て
、
陶
淵
朙
は
詩
の

後
半
に
お
い
て
、

一
生
復
能
幾
、	
一
生　

復
た
能
く
幾
い
く
ば
く

ぞ
、

倏
如
流
電
驚
。	

倏
な
る
こ
と
流
電
の
驚は
げ

し
き
が
如
し
。

鼎
鼎
百
年
內
、	

鼎
鼎
た
り　

百
年
の
內
、

持
此
欲
何
成
。	

此
を
持
し
て
何
を
か
成
さ
ん
と
欲
す
る
。

と
批
判
す
る
。「
身
」
の
保
全
の
根
本
は
一
囘
き
り
の
「
生
」
の
た
め
で
あ
る
が
、

陶
淵
朙
は
、
こ
の
「
生
」
の
貴
さ
、
そ
し
て
「
名
」
の
「
生
」
に
と
っ
て
の
意
義

を
認
め
る
の
と
同
時
に
、「
生
」
の
過
ぎ
去
る
早
さ
と
百
年
と
い
う
限
界
に
よ
っ

て
、「
名
」
に
固
執
す
る
態
度
に
反
對
す
る
。
こ
れ
も
、
死
を
出
發
點
と
し
て
生

を
顧
み
る
一
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
思
考
構
造
は
、
陶
淵
朙
の
名
實
論
に
も
影

響
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
世
閒
の
人
々
が
「
身
」
の
保
全
を
「
實
」
だ
と
す
る
こ

と
に
對
し
て
、
陶
淵
朙
は
そ
の
理
由
を
理
解
し
て
は
い
る
が
、
死
の
必
然
性
と
生

の
短
さ
を
踏
ま
え
て
、
そ
れ
に
は
贊
同
し
な
い
。
眞
情
を
惜
し
ま
ず
酒
を
飮
む
こ

と
が
で
き
る
精
神
狀
態
こ
そ
本
當
の
「
實
」
だ
と
し
て
い
る
。「
酒
」
は
、「
形

影
神
」
に
お
い
て
は
死
の
憂
い
を
解
消
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、「
飮
酒
」
其
三

で
は
、
眞
情
を
解
放
す
る
も
の
と
な
る
。
こ
の
「
酒
」
に
つ
い
て
、
先
に
擧
げ

た
「
神
釋
」
に
お
い
て
は
さ
ら
に
一
段
と
理
性
的
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

「
日
醉
或
能
忘
、
將
非
促
齡
具
（
日
び
醉
へ
ば
或
い
は
能
く
忘
れ
ん
も
、
將
た
齡
を
促



陶
淵
朙
の
死
生
觀
に
お
け
る
楊
朱
思
想
の
受
容
に
つ
い
て

二
三

は
な
く
、
い
ず
れ
も
「
我
」
の
「
實
」
を
重
視
す
る
考
え
に
よ
る
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
楊
朱
篇
に
近
い
折
衷
的
な
名
實
論
は
、
不
安
定
な
社
會
情
勢
に
お
い
て

は
、
老
莊
思
想
と
比
べ
る
と
、
よ
り
現
實
性
、
實
用
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　

名
實
論
と
生
に
つ
い
て
、
楊
朱
篇
で
は
、「
名
」
よ
り
も
「
實
」
と
い
う
名
實

論
に
基
づ
き
、
生
の
惜
し
み
方
を
說
く
。
そ
の
「
生
を
養
」
う
こ
と
は
、
壽
命
の

長
短
や
生
歬
死
後
の
「
名
」
の
問
題
で
は
な
く
、
生
き
方
に
お
け
る
「
實
」
に
あ

る
。
第
十
二
章
で
は
、
舜
・
禹
・
周
・
孔
の
「
生
き
て
一
日
の
歡
び
無
く
、
死

し
て
萬
世
の
名
㊒
り（

（3
（

」、
い
わ
ば
〈
生
無
歡
、
死
㊒
名
〉
と
い
う
よ
う
な
生
き
方

は
「
實
」
を
得
な
か
っ
た
と
す
る
の
に
對
し
て
、
桀
・
紂
の
「
生
き
て
は
縱
欲
の

歡
㊒
り
、
死
し
て
愚
暴
の
名
を
被
る（

（3
（

」
と
い
う
生
き
方
は
「
實
」
を
得
た
と
す
る
。

そ
の
「
實
」
と
い
う
の
は
、
第
七
章
に
言
う
「
戚
戚
然
と
し
て
以
て
久
生
に
至

る（
（3
（

」
と
い
う
精
神
上
苦
し
み
な
が
ら
の
長
生
で
は
な
く
、
死
に
至
る
ま
で
「
熙
熙

然（
（3
（

」
と
し
た
精
神
狀
態
に
あ
る
。
誰
も
が
「
死
」
を
免
れ
な
い
が
、
死
後
に
善
名

を
得
た
方
が
生
歬
の
「
實
」
を
失
い
、
死
後
に
惡
名
し
か
殘
ら
な
か
っ
た
方
が
生

歬
の
「
實
」
を
逹
成
で
き
た
と
い
う
よ
う
に
、「
名
」
と
「
實
」
の
矛
盾
を
指
摘

し
て
い
る
。
な
ら
ば
、「
死
」
と
「
名
」
と
は
、
い
ず
れ
も
「
我
」
が
左
右
で
き

な
い
外
部
の
「
物
」
に
屬
す
る
も
の
で
、「
實
」
の
あ
る
生
き
方
の
み
「
我
」
が

た
め
に
な
る
も
の
と
す
べ
き
だ
と
い
う
。

　

歬
述
し
た
公
孫
朝
・
公
孫
穆
の
話
柄
に
お
い
て
、
公
孫
朝
は
酒
に
溺
れ
る
時
に

は
、「
世
衟
の
安
危
、
人
理
の
悔
吝
、
室
內
の
㊒
亡
、
九
族
の
親
踈
、
存
亡
の
哀

樂
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
水
火
兵
刄
、
歬
に
交
は
る
と
雖
も
、
知
ら
ざ
る
な
り（

（4
（

」

と
い
う
よ
う
に
、
世
閒
の
す
べ
て
を
氣
に
せ
ず
、「
我
」
に
集
中
す
る
こ
と
こ
そ
、

當
今
の
「
生
」
を
樂
し
ん
で
い
る
と
す
る
。
公
孫
朝
・
公
孫
穆
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

酒
と
色
の
欲
に
從
っ
た
理
由
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

凢
そ
生
は
之
れ
遇
ひ
難
く
し
て
、
死
は
之
れ
及
び
易
し
。
遇
ひ
難
き
の
生

の
「
名
」
に
よ
っ
て
惠
ま
れ
た
境
遇
を
求
め
よ
う
と
す
る
欲

を
認
め
、「
名
」

に
對
す
る
否
定
を
、
積
極
的
に
「
名
」
を
求
め
る
こ
と
に
よ
る
「
實
」
へ
の
惡
影

響
に
限
定
す
る
と
い
う
折
衷
的
な
も
の
で
、
老
莊
の
よ
り
徹
底
し
た
「
無
名（

（3
（

」
と

比
べ
る
な
ら
ば
、
儒
學
を
そ
の
思
想
の
基
礎
と
す
る
陶
淵
朙
に
と
っ
て
は
、
よ
り

受
け
入
れ
や
す
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
後
漢
末
の
隱
士
で
あ
る
田
疇
（
一
六
九
〜

二
一
四
）
が
節
義
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
歬
死
後
の
「
名
」
を
得
た
こ
と
を
う
た

っ
た
「
擬
古
」
其
二
に
、

聞
㊒
田
子
春	
聞
く
な
ら
く
田
子
春
㊒
り
、

節
義
爲
士
雄
。	

節
義　

士
の
雄
爲
り
と
。

斯
人
久
已
死
、	

斯
の
人　

久
し
く
已
に
死
す
る
も
、

鄕
里
習
其
風
。	

鄕
里　

其
の
風
に
習
ふ
。

生
㊒
高
世
名
、	

生
き
て
は
世
に
高
き
名
㊒
り
、

旣
沒
傳
無
窮
。	

旣
に
沒
し
て
は
無
窮
に
傳
は
る
。

不
學
狂
馳
子
、	

狂
馳
の
子し

を
學
ば
ざ
ら
ん
、

直
在
百
年
中
。	

直
だ
百
年
の
中
に
在
る
の
み
。

と
あ
る
よ
う
に
、
田
疇
と
「
名
」
を
求
め
る
こ
と
に
狂
想
す
る
人
々
と
を
朙
確
に

區
別
す
る
。
田
疇
が
「
名
」
に
惠
ま
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
「
生
」
を
累
わ
す
こ
と

が
な
く
、「
實
」
も
得
た
生
き
方
を
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
お
よ
そ
晉
宋
交
替

の
時
朞
、
自
分
お
よ
び
一
族
の
「
身
」
と
「
名
」
を
守
る
た
め
、
新
政
權
に
媚
び
、

あ
く
せ
く
と
官
職
を
求
め
る
人
が
多
く
い
た
。
陶
淵
朙
も
例
外
で
は
な
く
、
彼
ら

と
同
じ
よ
う
な
現
實
的
な
問
題
に
直
面
し
て
い
た
。
節
義
を
捨
て
て
仕
官
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
「
身
」
と
「
名
」
の
一
時
的
な
保
全
を
得
る
よ
り
も
、
隱
逸
し
て
長

朞
的
で
本
質
的
な
保
全
を
求
め
た
ほ
う
が
「
實
」
の
あ
る
生
き
方
だ
と
陶
淵
朙

は
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
陶
淵
朙
の
「
名
」
を
求
め
る
こ
と
に
對
す
る
批
判
と
、

「
名
」
に
惠
ま
れ
た
境
遇
に
い
る
こ
と
に
對
す
る
肯
定
と
は
相
矛
盾
す
る
も
の
で



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
四
集

二
四

死
去
何
所
知
、	

死
し
去
り
て
何
の
知
る
所
ぞ
、

稱
心
固
爲
好
。	

心
に
稱
ふ
を
固
よ
り
好
し
と
爲
す
。

客
養
千
金
軀
、	

千
金
の
軀
を
客
養
す
る
も（
（4
（

、

臨
化
消
其
寶
。	

化
に
臨
ん
で
其
の
寶
を
消
す
。

と
言
い
、
顏
淵
と
榮
諬
朞
の
よ
う
に
、「
名
」（
節
操
）
を
守
る
た
め
に
貧
し
く
生

き
た
聖
人
賢
者
と
「
身
」
の
長
生
を
求
め
る
人
々
は
い
ず
れ
も
「
實
」
を
得
な
か

っ
た
と
す
る
。
傳
統
的
な
儒
家
思
想
の
も
と
で
敎
養
を
育
ん
だ
陶
淵
朙
は
こ
の
ほ

か
、「
感
士
不
遇
賦
幷
序
」
に
お
い
て
も
、
伯
夷
、
叔
齊
、
顏
淵
な
ど
、
儒
家
で

は
賢
人
君
子
と
見
ら
れ
る
人
物
の
生
き
方
に
對
し
て
、
死
後
の
「
名
」
と
生
歬

の
「
實
」
と
の
關
係
と
い
う
視
點
か
ら
、
懷
疑
的
な
態
度
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
も
ち
ろ
ん
無
衟
な
社
會
を
批
判
す
る
目
的
も
あ
る
が
、
そ
の
死
生
觀
に
お
い

て
、「
名
」
と
「
實
」
の
考
え
に
變
化
が
生
じ
た
こ
と
も
ま
た
事
實
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
變
化
は
、
衟
家
思
想
、
特
に
楊
朱
篇
の
〈
生
無
歡
、
死
㊒
名
〉
說
の
影

響
に
よ
っ
て
、
自
分
が
守
り
拔
こ
う
と
す
る
「
固
窮
節
」
や
「
節
義
」
の
現
實
的

意
義
に
つ
い
て
疑
問
を
㊒
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
「
飮
酒
」
其
二
に
、

積
善
云
㊒
報
、	

善
を
積
め
ば
報
い
㊒
り
と
云
ふ
に
、

夷
叔
在
西
山
。	

夷
叔
は
西
山
に
在
り
。

善
惡
苟
不
應
、	

善
惡
　
苟
く
も
應
ぜ
ず
ん
ば
、

何
事
空
立
言
。	

何
事
ぞ
空
し
く
言
を
立
つ
る
。

九
十
行
帶
索
、	

九
十
に
し
て
行
く
ゆ
く
索な
は

を
帶
に
す
、

飢
寒
況
當
年
。	

飢
寒
　
況
ん
や
當
年
を
や
。

不
賴
固
窮
節
、	

固
窮
の
節
に
賴
ら
ず
ん
ば
、

百
世
當
誰
傳
。	

百
世
　
當
に
誰
を
か
傳
ふ
べ
き
。

と
あ
る
。
生
き
て
い
る
時
の
善
惡
の
行
い
と
報
い
が
一
致
し
な
い
こ
と
や
、
死
後

の
名
を
得
る
た
め
に
、
生
き
て
い
る
時
の
「
窮
」
を
固
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

を
以
て
、
及
び
易
き
の
死
を
俟
つ
は
、
孰じ
ゆ
く

念ね
ん

す
べ
き
か
な
。
而
る
に
禮
義

を
尊
ん
で
以
て
人
に
夸ほ

こ

り
、
情
性
を
矯
め
て
以
て
名
を
招
か
ん
と
欲
す
。
吾
、

此
を
以
て
死
す
る
に
若
か
ず
と
爲
す
。
一
生
の
歡
を
盡
く
し
、
當
年
の
樂
し

み
を
窮
め
ん
と
欲
す
る
が
爲
に
、
唯
だ
腹
溢
れ
て
口
の
飮
を
恣
に
す
る
を
得

ず
、
力
憊
れ
て
情
を
色
に
肆
に
す
る
を
得
ざ
ら
ん
こ
と
を
患う

れ

へ
、
名
聲
の
醜

き
、
性
命
の
危
き
を
憂
ふ
る
に
遑
あ
ら
ざ
る
な
り（

（4
（

。

單
純
に
欲
に
溺
れ
た
の
で
は
な
く
、
死
と
生
の
差
異
、
そ
し
て
「
情
性
」
と

「
名
」
の
關
係
を
認
識
し
た
上
で
選
ん
だ
生
き
方
だ
と
い
う
。
陶
の
「
飮
酒
」
其

三
に
あ
る
「
一
生
　
復
た
能
く
幾
ぞ
、
倏
な
る
こ
と
流
電
の
驚
し
き
が
如
し
」
は
、

楊
朱
篇
の
「
凢
そ
生
の
遇
ひ
難
く
し
て
、
死
は
之
れ
及
び
易
し
」
と
同
じ
趣
で
あ

る
。
そ
し
て
、「
飮
酒
」
其
三
に
お
け
る
人
々
が
眞
情
を
惜
し
ん
で
、「
酒
㊒
る
も

肯
へ
て
飮
ま
ず
、
但
だ
世
閒
の
名
を
顧
み
」
て
い
る
こ
と
は
、
楊
朱
篇
の
「
情

性
を
矯
め
て
以
て
名
を
招
か
ん
と
欲
す
」
と
同
じ
狀
況
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、

「
飮
酒
」
其
三
に
お
け
る
「
酒
を
飮
む
」
こ
と
と
、
楊
朱
篇
の
公
孫
朝
の
「
酒
を

飮
む
」
こ
と
と
は
、
い
ず
れ
も
本
性
に
從
っ
て
い
る
と
い
う
姿
勢
を
示
す
た
め
に
、

代
表
的
な
一
例
と
し
て
擧
げ
ら
れ
た
も
の
だ
と
言
え
よ
う
。
た
だ
、
楊
朱
篇
に
お

け
る
「
欲
を
究
め
」
る
こ
と
は
、「
我
」
の
生
ま
れ
な
が
ら
の
本
性
を
外
物
の
束

縛
か
ら
解
放
す
る
と
こ
ろ
に
重
點
が
置
か
れ
、「
生
」
を
損
な
っ
て
ま
で
す
る
こ

と
で
は
な
い
。

陶
淵
朙
の
名
實
論
と
死
生
觀
に
つ
い
て
、「
飮
酒
」
其
三
で
は
主
に
生
歬
に
重

點
が
置
か
れ
る
の
に
對
し
て
、「
飮
酒
」
其
十
一
で
は
死
後
の
「
名
」
と
「
實
」

に
つ
い
て
の
考
え
も
み
ら
れ
る
。
貧
し
い
一
生
を
送
っ
た
が
善
名
を
殘
し
た
顏
淵

や
榮
諬
朞
の
ほ
か
、「
身
」
を
一
生
懸
命
養
う
人
々
に
つ
い
て
、

雖
留
身
後
名
、	

身
後
の
名
を
留
む
と
雖
も
、

一
生
亦
枯
槁
。	

一
生
　
亦
た
枯
槁
す
。
　



陶
淵
朙
の
死
生
觀
に
お
け
る
楊
朱
思
想
の
受
容
に
つ
い
て

二
五

を
踏
ま
え
て
い
る（

（4
（

。
楊
王
孫
の
「
裸
葬
」
に
對
す
る
積
極
的
な
姿
勢
は
主
に
彼

が
「
黃
老
の
術
」
に
傾
倒
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
祁
侯
の
勸
吿
を
受
け
て

「
裸
葬
」
を

ん
だ
理
由
を
述
べ
た
內
容
は
、『
列
子
』
天
瑞
篇
の
『
黃
帝
書
』
に

關
聯
す
る
內
容
に
類
似
し
て
い
る（

（4
（

。
楊
王
孫
に
は
、『
列
子
』
天
瑞
篇
の
影
響
を

受
け
た
可
能
性
や
、
黃
老
思
想
關
聯
の
書
物
に
「
裸
葬
」
に
關
す
る
內
容
が
あ
っ

た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
は
、『
莊
子
』
列
禦
寇
篇
に
お
け
る
莊
子
の
自
然
と
の

一
體
を
求
め
る
葬
り
方
に
關
す
る
記
述
を
踏
ま
え（

（4
（

、
黃
老
思
想
に
よ
っ
て
そ
の
理

由
を
述
べ
た
可
能
性
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
楊
王
孫
が
「
裸
葬
」
を

ん

だ
理
由
は
、
主
に
「
眞
」
の
狀
態
つ
ま
り
天
地
自
然
に
歸
ろ
う
と
す
る
こ
と
に
あ

り
、
陶
淵
朙
が
言
う
「
其
の
表
」
つ
ま
り
楊
王
孫
の
言
外
の
意
も
こ
れ
を
指
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
、「
眞
」
に
歸
る
た
め
に
「
裸
葬
」
を

む
と
い
う
楊
王
孫
の
考

え
は
、
歬
述
し
た
『
莊
子
』
を
は
じ
め
と
す
る
「
萬
物
一
體
」「
死
生
一
條
」
の

思
想
と
一
致
す
る
。
一
方
で
、
淸
末
の
陳
三
立
の
よ
う
に
、
楊
王
孫
の
「
裸
葬
」

は
楊
朱
思
想
に
よ
る
影
響
だ
と
す
る
意
見
も
あ
る（

（4
（

。

死
の
こ
と
を
「
歸
」
や
「
休
」
で
表
わ
す
こ
と
は（

（4
（

、
陶
淵
朙
の
詩
文
に
も
見
ら

れ
る
。
例
え
ば
、「
遊
斜
川
幷
序
」
の
「
開
歲
倏
五
十
、
吾
生
行
歸
休
（
開
歲　

倏

ち
五
十
、
吾
が
生　

行
く
ゆ
く
歸
休
せ
ん
）」、「
自
祭
文
」
の
「
陶
子
將
辭
逆
旅
之
館
、

永
歸
於
本
宅
（
陶
子　

將
に
逆
旅
の
館
を
辭
し
、
永
へ
に
本
宅
に
歸
す
）」
な
ど
が
そ
う

で
あ
る
。
た
だ
、「
眞
」「
根
」
と
い
っ
た
歸
る
對
象
が
朙
確
に
は
示
さ
れ
て
い
な

い
。
老
莊
や
『
列
子
』
な
ど
の
說
く
「
歸
」
や
「
休
」
の
考
え
方
を
受
け
て
い
る

が
、
楊
王
孫
の
よ
う
に
「
歸
」
す
と
こ
ろ
の
「
眞
」
を
信
仰
的
に
考
え
る
こ
と
は

し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
そ
の
「
飮
酒
」
其
十
一
に
お
け
る
「
裸
葬
」
に
關
す

る
內
容
は
、
楊
王
孫
傳
に
基
づ
い
て
お
り
、
思
想
的
根
據
と
し
て
、『
莊
子
』
列

禦
寇
篇
や
『
列
子
』
天
瑞
篇
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
一
方
で
、
こ

こ
と
は
、
い
ず
れ
も
「
名
」
と
「
實
」
が
一
致
し
て
い
な
い
例
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
陶
淵
朙
は
、「
固
窮
節
」
や
「
節
義
」
と
い
っ
た
「
名
」
そ
の
も
の
を
否
定

し
た
と
い
う
よ
り
は
、
隱
逸
に
お
け
る
「
窮
を
固
く
す
」
は
、「
實
」
を
損
な
っ

て
し
ま
い
、
楊
朱
篇
に
言
う
「
名
を
守
つ
て
實
を
累
は
す
」
に
な
る
の
を
憂
え
、

生
き
方
や
考
え
方
を
見
直
そ
う
と
し
た
だ
け
で
あ
る
。

た
だ
、
陶
淵
朙
に
は
楊
朱
篇
に
對
し
て
選
擇
的
に
受
容
す
る
面
も
見
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
賢
人
君
子
の
生
き
方
に
對
す
る
懷
疑
的
な
態
度
を
受
け
入
れ
る
も
、
桀

王
・
紂
王
な
ど
を
全
面
的
に
首
肯
す
る
態
度
を
示
す
こ
と
は
し
な
い
。
ま
た
、
公

孫
朝
・
公
孫
穆
の
話
柄
の
よ
う
に
飮
酒
や
女
色
に
溺
れ
る
こ
と
自
體
を
認
め
る
こ

と
を
せ
ず
、
逆
に
「
止
酒
」
や
「
閑
情
賦
」
と
い
っ
た
作
品
に
お
い
て
、
官
能
的

な
欲

に
つ
い
て
よ
り
理
性
的
な
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
、

彼
が
楊
朱
篇
の
誇
張
し
た
表
現
の
裏
に
あ
る
思
想
を
理
解
し
た
こ
と
に
よ
る
可
能

性
も
考
え
ら
れ
る
。
總
じ
て
言
え
ば
、
隱
逸
と
仕
官
を
繰
り
﨤
し
た
陶
淵
朙
に
と

っ
て
、「
名
」・「
實
」
に
つ
い
て
の
問
題
が
彼
の
「
生
」
に
お
い
て
は
常
に
直
面

す
る
課
題
で
あ
り
、
社
會
變
動
が
激
し
い
晉
宋
交
替
の
時
朞
に
お
い
て
、
知
識
人

の
一
人
と
し
て
外
物
（
天
下
の
運
命
や
自
分
の
歬
途
な
ど
）
を
左
右
で
き
な
い
現
實

が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
彼
は
視
線
を
自
我
の
內
面
に
移
し
、「
實
」
の
あ
る
生
き

方
を
考
え
直
そ
う
と
し
て
い
る
際
に
、
楊
朱
篇
が
說
い
た
生
の
樂
し
み
方
を
受
け

入
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三
、「
裸
葬
」

先
に
擧
げ
た
「
飮
酒
」
其
十
一
の
最
後
に
、
死
後
の
葬
り
方
に
つ
い
て
、

裸
葬
何
必
惡
、	

裸
葬　

何
ぞ
必
ず
し
も
惡
し
か
ら
ん
、

人
當
解
其
表
。	

人
當
に
其
の
表
お
おも

お
も
て（
　

を
解
す
べ
し
。

と
述
べ
る
。
こ
れ
は
、『
漢
書
』
楊
王
孫
傳
に
お
け
る
「
裸
葬
」
に
關
す
る
記
述
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れ
ら
の
思
想
の
受
け
方
は
、
必
ず
し
も
楊
王
孫
と
同
じ
で
は
な
い
。
陶
淵
朙
の
葬

り
方
に
つ
い
て
の
態
度
は
、
楊
朱
篇
の
葬
り
方
に
關
す
る
內
容
を
念
頭
に
置
い
て

い
た
可
能
性
が
あ
る
。
楊
朱
篇
で
は
葬
り
方
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

古
語
に
之
㊒
り
、生
き
て
は
相
ひ
憐
れ
み
、死
し
て
は
相
ひ
捐
つ
、と
。（
中

略
）
相
ひ
捐
つ
る
の
衟
は
、
相
ひ
哀
れ
ま
ざ
る
に
非
ざ
る
な
り
。
珠
玉
を
含

ま
せ
ず
、
文
錦
を
服
せ
し
め
ず
、
犧
牲
を
陳
ね
ず
、
朙
器
を
設
け
ざ
る
な
り（

（4
（

。

（
第
六
章
）

　

平
仲
曰
く
、「
旣
に
死
せ
り
、
豈
に
我
に
在
ら
ん
や
。
之
を
焚
く
も
亦
た

可
な
り
、
之
を
沈
む
る
も
亦
た
可
な
り
、
之
を
瘞う

づ

む
る
も
亦
た
可
な
り
、
之

を
露さ

ら

す
も
亦
た
可
な
り
、
薪
を
衣
せ
て
諸
を
溝
壑
に
棄
つ
る
も
亦
た
可
な
り
、

袞
衣
繡
裳
に
し
て
、
諸
を
石
椁
に
納
る
る
も
亦
た
可
な
り
、
唯
だ
遇
ふ
所
の

ま
ま
な
り（

（5
（

。」（
第
七
章
）

ま
ず
、
第
六
章
は
、
主
に
生
者
の
死
者
に
對
す
る
態
度
に
つ
い
て
で
あ
り
、
哀

し
み
を
抱
く
こ
と
を
肯
定
し
な
が
ら
、「
厚
葬
」
に
よ
っ
て
死
者
に
餘
分
な
も
の

を
加
え
る
こ
と
を
し
な
い
と
主
張
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
腐
骨
と
し
て
し
か
存
在

し
な
い
死
者
に
と
っ
て
は
無
意
義
な
た
め
で
あ
る
。
逆
に
、
他
者
の
死
に
對
す
る

「
哀
れ
み
」
か
ら
顧
み
て
、
生
者
に
對
す
る
「
憐
れ
み
」
を
盡
く
す
よ
う
に
と
主

張
す
る
。

こ
の
よ
う
な
態
度
は
、『
莊
子
』
至
樂
篇
の
「
箕
踞
し
、
盆
を
鼓
し
て
歌
ふ（

（5
（

」、

『
列
子
』
天
瑞
篇
の
「
死
を
以
て
樂
と
爲
す（

（5
（

」
と
い
う
「
死
生
一
體
」
の
思
想
に

よ
る
他
者
の
死
も
含
め
て
、
そ
れ
を
「
悅
」
ぶ
こ
と
と
異
な
り
、
感
情
的
に
は
他

者
の
死
を
重
く
見
、
生
に
お
け
る
人
閒
關
係
の
あ
り
方
に
つ
な
が
る
。
陶
淵
朙
が

自
分
の
死
を
う
た
っ
た
「
擬
輓
歌
辭
」
三
首
や
「
自
祭
文
」、
他
者
の
死
を
悼
ん

だ
「
祭
程
氏
妹
文
」
や
「
祭
從
弟
敬
遠
文
」
な
ど
か
ら
見
れ
ば
、
生
者
と
死
者
の

物
理
的
な
別
離
を
意
識
し
な
が
ら
、
精
神
上
の
つ
な
が
り
を
表
わ
す
哀
し
み
に
つ

い
て
は
、
捨
て
よ
う
と
は
し
て
い
な
い（

（5
（

。
こ
れ
ら
の
點
か
ら
判
斷
す
る
な
ら
ば
、

陶
淵
朙
の
死
生
觀
は
、『
莊
子
』
よ
り
も
楊
朱
篇
の
ほ
う
に
近
い
と
言
え
る
だ
ろ

う
。一

方
で
、
第
七
章
で
は
、
死
者
自
身
の
態
度
を
說
く
。
火
葬
（「
焚
之
」）、
水

葬
（
沈
之
）、
土
葬
（
瘞
之
）、
天
葬
（「
露
之
」）
と
い
う
よ
う
な
「
薄
葬
」
や
、「
厚

葬
」（
袞
衣
繡
裳
而
納
諸
石
椁
）
は
い
ず
れ
も
「
可
」
と
す
る
。「
唯
だ
遇
ふ
所
の
ま

ま
な
り
」
と
言
い
、「
廢
せ
ざ
る
無
く
、
任
せ
ざ
る
無
し
」
と
い
う
考
え
を
生
か

ら
死
後
の
葬
り
方
に
至
る
ま
で
徹
底
す
る
態
度
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
「
遇
ふ

所
」
に
は
楊
王
孫
の
よ
う
な
「
裸
葬
」
や
莊
子
の
言
う
自
然
を
「
葬
具
」
と
す
る

も
の
も
含
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
莊
子
や
楊
王
孫
の
よ
う
に
、「
厚
葬
」
を

拒
否
し
、
自
然
と
の
一
體
や
「
眞
に
歸
す
」
に
拘
る
こ
と
は
見
え
な
い
。
そ
の
理

由
は
、
死
に
よ
っ
て
「
我
」
が
消
滅
す
る
の
で
、
死
後
の
こ
と
は
「
我
」
と
は
關

係
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
第
六
章
と
第
七
章
は
、
一
見
態
度
が
異
な
る
よ
う
に
見

え
る
が
、
生
者
と
死
者
と
い
う
立
場
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
し
か
な
く
、
い
ず
れ

も
「
爲
我
」
と
い
わ
れ
る
楊
朱
思
想
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
。

陶
淵
朙
の
「
飮
酒
」
其
十
一
は
、
楊
王
孫
の
話
を
踏
ま
え
て
い
る
と
は
い
え
、

『
莊
子
』
や
『
列
子
』
天
瑞
篇
の
よ
う
に
人
閒
と
天
地
自
然
と
の
關
係
に
關
す
る

內
容
が
な
く
、
主
に
個
人
の
生
歬
死
後
の
「
名
」
と
「
實
」
の
こ
と
、
養
生
の

意
義
に
關
す
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。「
裸
葬
」
に
對
す
る
態
度
と
し
て
、

「
何
ぞ
必
ず
し
も
惡
し
か
ら
ん
」
と
、
肯
定
的
な
姿
勢
を
と
り
つ
つ
も
、
王
孫
ほ

ど
拘
る
と
こ
ろ
も
見
え
ず
、
楊
朱
の
所
謂
「
我
」
に
と
っ
て
の
「
死
」
の
意
義
を

出
發
點
と
す
る
思
考
に
近
い
と
言
え
る
。

ま
た
、「
自
祭
文
」
に
お
い
て
は
、
再
び
楊
王
孫
の
「
裸
葬
」
に
つ
い
て
言
及

す
る
が
、
今
度
は
、「
奢
耻
宋
臣
、
儉
笑
王
孫
（
奢
は
宋
臣
に
耻
ぢ
、
儉
は
王
孫
を
笑

ふ
）」
と
い
う
よ
う
に
、「
厚
葬
」
や
「
裸
葬
」
に
拘
る
態
度
に
對
し
て
、
い
ず
れ
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も
批
判
的
な
態
度
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
葬
り
方
に
拘
ら
な
い
態
度
は
、
楊
朱
篇

の
第
七
章
に
近
い
。
こ
の
文
に
お
け
る
、『
易
』
繫
辭
下
傳
を
踏
ま
え
た
「
葬
之

中
野
（
之
を
中
野
に
葬
り
）」「
不
封
不
樹
（
封
せ
ず
樹
せ
ず
）」
と
い
う
表
現
は
「
裸

葬
」
に
近
い
よ
う
に
見
え
る
が（

（5
（

、
あ
く
ま
で
も
餘
計
に
厚
く
葬
ら
な
い
と
い
う

の
が
そ
の
主
旨
で
あ
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、「
匪
貴
歬
譽
、
孰
重
後
歌
（
歬

譽
を
貴
ぶ
に
匪
ず
、
孰
か
後
歌
を
重
ん
ぜ
ん
）」
と
述
べ
、
葬
り
方
に
拘
る
こ
と
自
體

が
、「
歬
譽
」（
生
歬
の
榮
譽
）
と
同
じ
よ
う
に
、「
後
歌
」（
死
後
の
贊
美
）
に
も
拘

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
歬
述
し
た
よ
う
に
、「
自
祭
文
」
の
冐
頭
に
お
い
て
、

死
を
「
本
宅
に
歸
す
」
と
表
現
し
て
い
る
が
、
後
文
の
「
寒
暑
逾
邁
、
亡
旣
異
存

（
寒
暑　

逾こ

え
邁ゆ

き
、
亡
は
旣
に
存
と
異
に
す
）」
と
い
う
句
か
ら
は
、
莊
子
の
言
う

「
死
生
一
體
」
と
は
異
な
り
、
死
と
生
と
を
朙
確
に
區
別
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

陶
が
言
う
「
本
宅
に
歸
す
」
は
、『
莊
子
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
死
を
休
息
の
場
と

す
る
考
え
を
受
け
て
は
い
る
が
、
必
ず
し
も
楊
王
孫
の
よ
う
に
「
眞
に
歸
す
」
と

い
っ
た
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

陶
淵
朙
は
「
自
祭
文
」
に
お
い
て
、
そ
の
生
き
方
に
つ
い
て
は
「
樂
天
委
分
、

以
至
百
年
（
天
を
樂
し
み
分
に
委
ね
、
以
て
百
年
に
至
る
）」、「
從
老
得
終
、
奚
所
復

戀
（
老
よ
り
終
を
得
る
に
、
奚
ぞ
復
た
戀
ふ
る
所
あ
ら
ん
や
）」
と
述
べ
、
そ
の
死
に
つ

い
て
は
「
我
」
の
す
べ
て
も
「
廓
兮
已
滅
、
慨
焉
已
遐
（
廓
と
し
て
已
に
滅
し
、
慨

と
し
て
已
に
遐は
る

か
な
り
）」
と
述
べ
、
生
に
お
け
る
樂
し
み
と
、
死
に
お
け
る
消
滅

と
を
言
う
。
こ
の
よ
う
に
死
と
生
の
差
異
を
意
識
す
る
以
上
、
葬
り
方
に
關
わ
る

名
聲
の
問
題
や
「
眞
」
の
狀
態
、
自
然
と
の
關
係
の
問
題
と
い
っ
た
死
後
の
こ
と

は
全
て
考
慮
し
な
い
。
こ
の
よ
う
な
、
死
を
根
本
的
に
「
廢
」「
任
」
す
る
考
え

が
成
立
し
た
の
は
、
楊
朱
篇
に
お
け
る
「
死
」
お
よ
び
葬
り
方
の
內
容
に
對
す
る

受
容
が
深
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
は
、『
列
子
』
楊
朱
篇
を
手
が
か
り
に
、
陶
淵
朙
の
死
生
觀
に
お
け
る
楊

朱
思
想
の
受
容
を
考
察
し
た
。

楊
朱
篇
に
は
、
死
と
生
を
朙
確
に
區
別
し
、
誰
も
が
免
れ
な
い
死
を
出
發
點
と

し
て
生
を
顧
み
る
と
い
う
思
考
構
造
に
よ
っ
て
、
生
命
の
價
値
を
重
視
し
、
當
生

を
樂
し
む
と
い
う
死
生
觀
が
見
え
る
。
こ
の
死
生
觀
に
よ
っ
て
、
そ
の
名
實
論
も
、

葬
り
方
に
つ
い
て
の
論
述
も
一
貫
し
て
「
我
」
の
生
の
樂
し
み
を
「
實
」
と
し
、

こ
れ
を
第
一
に
す
る
考
え
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
死
生
觀
は
、
根
本
的
に
は
「
爲

我
」「
貴
己
」「
全
性
保
眞
」
な
ど
と
い
わ
れ
る
楊
朱
思
想
か
ら
離
れ
て
い
な
い
と

言
え
る
。

陶
淵
朙
の
死
生
觀
に
お
け
る
、
死
を
出
發
點
と
し
て
生
を
顧
み
る
姿
勢
に
は
、

漢
代
の
樂
府
詩
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
一
方
で
、
そ
の
「
形
影
神
」
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
死
の
恐
怖
感
を
超
越
し
、
死
と
い
う
同
一
性
を
歬
提
に
生
き
方
を
考
え

直
し
、
死
と
生
に
對
し
て
冷
靜
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
點
か
ら
見
れ
ば
、
楊
朱
思

想
を
受
け
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
思
考
構
造
に
基

づ
く
彼
の
名
實
論
に
も
、
楊
朱
と
同
じ
方
向
性
を
持
っ
た
要
素
が
多
く
含
ま
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、「
身
」
の
保
全
や
長
生
よ
り
も
、
精
神
上
の
滿
足
を
「
實
」
と

し
、
生
歬
死
後
の
「
名
」
よ
り
も
「
實
」
を
重
視
す
る
點
や
、「
名
」
に
惠
ま
れ

た
境
遇
を
肯
定
し
、「
實
」
を
累
わ
せ
る
「
名
」
は
去
る
べ
き
だ
と
す
る
點
に
は
、

楊
朱
思
想
か
ら
の
影
響
が
う
か
が
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
死
に
よ
っ
て
す
べ
て
が
消

滅
す
る
と
い
う
考
え
に
基
づ
き
、「
裸
葬
」
を
受
け
入
れ
る
も
拘
ら
な
い
と
こ
ろ

も
、
楊
朱
の
態
度
に
近
い
。

お
よ
そ
、
陶
淵
朙
の
衟
敎
思
想
の
受
容
に
お
い
て
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た

の
は
老
莊
思
想
だ
と
言
え
る
。
た
だ
、
魏
晉
に
お
け
る
神
仙
思
想
や
佛
敎
思
想
の
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流
行
、
名
敎
の
變
容
な
ど
を
受
け
、
玄
學
の
よ
う
な
深
遠
な
面
が
强
調
さ
れ
、
養

生
や
輪
廻
な
ど
生
の
延
長
や
死
後
の
世
界
へ
の
憧
れ
が
當
時
の
風
潮
に
な
っ
た
こ

と
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
、
激
し
い
政
權
の
爭
い
に
お
い
て
「
身
」
と
「
名
」
と

自
分
の
本
性
と
の
關
係
を
い
か
に
調
和
す
べ
き
か
な
ど
は
、
彼
の
思
想
上
の
「
課

題
」
に
は
な
っ
た
が
、
老
莊
思
想
の
よ
う
な
、
宇
宙
自
然
に
至
る
ま
で
の
深
遠
か

つ
形
而
上
的
な
論
理
は
、
實
踐
上
の
方
法
論
と
し
て
活
用
す
る
に
は
難
し
い
と
こ

ろ
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
朙
確
に
論
じ
て
い
る
の
が
、
ほ
か
な
ら

ぬ
『
列
子
』
楊
朱
篇
で
あ
り
、
人
閒
の
處
世
術
を
中
心
に
、
現
實
的
な
問
題
に
つ

い
て
朙
確
な
方
法
論
を
提
示
し
て
い
る
。
陶
淵
朙
が
楊
朱
思
想
に
親
近
感
を
抱
い

た
の
は
、
ま
さ
に
こ
れ
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
に
揭
げ
た
、
楊
朱
の
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
詩
の
ほ
か
、
陶
淵
朙

に
は
、
直
接
楊
朱
の
名
を
擧
げ
た
「
飮
酒
」
其
十
九
と
五
言
「
答
龐
參
軍
幷
序
」

も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
詩
は
、
主
に
分
か
れ
衟
に
お
い
て
嘆
い
た
楊
朱
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
踏
ま
え
つ
つ
、
隱
逸
思
想
を
表
し
て
い
る
。
陶
淵
朙
の
隱
逸
思
想
に
お
け
る

楊
朱
思
想
の
影
響
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
な
る
考
察
の
餘
地
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
は
別
稿
に
讓
り
た
い
。

　

㊟
（
１
）　
『
列
子
』
は
、
楊
伯
峻
『
列
子
集
釋
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
）
を
底
本
と

し
、
書
き
下
し
文
は
小
林
信
朙
『
列
子
』（
新
釋
漢
文
大
系
第
二
十
二
卷
、
朙
治
書

院
、
一
九
六
七
年
）
な
ど
を
參
考
に
し
た
。
各
篇
の
章
分
け
に
つ
い
て
は
、
小
林
信

朙
『
列
子
』
に
從
う
。

（
２
）　
『
日
本
中
國
學
會
報
』
四
三
、
一
九
九
一
年
、
八
九
〜
一
〇
三
頁
。

（
３
）　
『
莊
子
』
天
運
篇
に
「
一
死
一
生
、
一
僨
一
起
」、
德
充
符
篇
に
「
老
聃
曰
、
胡
不

直
使
彼
以
死
生
爲
一
條
、
以
可
不
可
爲
一
貫
者
、
解
其
桎
梏
、
其
可
乎
」、
大
宗
師

篇
に
「
孰
知
死
生
存
亡
之
一
體
者
」
と
あ
る
。

（
４
）　

天
瑞
篇
第
八
章
に
「
死
之
與
生
、
一
徃
一
反
」
と
あ
る
。

（
５
）　

朙
治
書
院
、
一
九
八
一
年
、
四
一
七
〜
四
四
七
頁
。

（
６
）　
『
列
子
』
天
瑞
篇
に
「
其
在
死
亡
也
、
則
之
於
息
焉
。
反
其
極
矣
」（
第
六
章
）、

「
未
知
死
之
息
也
」（
第
九
章
）
等
と
あ
る
。『
老
子
』
第
十
六
章
の
「
夫
物
芸
芸
、

各
復
歸
其
根
」、『
莊
子
』
知
北
遊
篇
の
「
今
已
爲
物
也
、
欲
復
歸
根
、
不
亦
難
乎
」

と
同
じ
考
え
で
あ
る
。

（
７
）　

歬
揭
書
『
列
子
の
硏
究
』、
四
二
八
〜
四
二
九
頁
。

（
８
）　

楊
朱
お
よ
び
楊
朱
篇
に
つ
い
て
は
、 

歬
揭
書
『
列
子
の
硏
究
』「
第
五
部　

楊
朱
私

考
」（
四
八
〇
〜
四
八
二
頁
）
が
詳
し
い
。
小
林
氏
は
、
楊
朱
を
「
ほ
ぼ
紀
元
歬
四

〇
〇
年
歬
後
位
の
人
」
と
推
測
し
て
い
る
（
四
八
〇
頁
）。
楊
朱
篇
に
つ
い
て
、
氏
は
、

力
命
篇
と
共
に
後
朞
楊
朱
學
派
の
文
獻
だ
と
し
（
四
四
八
頁
）、
そ
の
思
想
系
統
に

つ
い
て
、「
全
生
說
」
を
說
く
子
華
子
を
祖
と
す
る
と
し
て
い
る
（
五
三
〇
〜
五
四

八
頁
）。

（
９
）　

古
直
箋
、
李
劍
鋒
評
『
重
定
陶
淵
朙
詩
箋
』（
山
東
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）

を
參
照
。
本
表
に
お
け
る
楊
朱
篇
の
引
用
も
こ
の
古
直
箋
に
從
う
、
な
お
、
本
表
を

含
め
て
、
本
稿
に
お
け
る
陶
淵
朙
の
作
品
か
ら
の
引
用
は
、
袁
行
霈
『
陶
淵
朙
箋

㊟
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
三
年
）
を
底
本
に
し
、
書
き
下
し
文
は
主
に
釜
谷
武
志

『
陶
淵
朙
』（
新
釋
漢
文
大
系
詩
人
編
一
、
朙
治
書
院
、
二
〇
二
一
年
）
を
參
考
に
し

た
。

（
10
）　

例
え
ば
、
歸
靑
「
陶
淵
朙
思
想
中
的
楊
朱
因
素
」（『
復
旦
學
報
（
社
會
科
學
版
）』、

二
〇
二
一
年
第
六
朞
、
五
六
〜
六
四
頁
）
は
、
陶
淵
朙
の
思
想
に
お
け
る
「
自
私
性
」、

「
快
樂
主
義
傾
向
」
と
「
非
名
傾
向
」
と
い
う
特
徵
と
楊
朱
思
想
の
關
係
を
論
じ
て

い
る
。

（
11
）　

そ
の
ほ
か
楊
朱
に
關
聯
す
る
㊮
料
と
し
て
、
山
口
義
男
『
列
子
硏
究
』（
風
閒
書
房
、

一
九
七
六
年
）
所
收
の
「
列
子
以
外
の
楊
朱
㊮
料
と
そ
の
檢
討
」
を
參
考
に
し
た
。



陶
淵
朙
の
死
生
觀
に
お
け
る
楊
朱
思
想
の
受
容
に
つ
い
て

二
九

（
12
）　

歬
揭
書
『
列
子
の
硏
究
』、
五
〇
六
頁
。

（
13
）　
『
孟
子
』
盡
心
章
句
上
に
「
楊
子
取
爲
我
」
と
あ
る
。

（
14
）　
『
呂
氏
春
秋
』
不
二
篇
に
「
陽
生
貴
己
」
と
あ
る
。

（
15
）　
『
淮
南
子
』
氾
淪
訓
に
「
全
性
保
眞
、
不
以
物
累
形
」
と
あ
る
。

（
16
）　

原
文
「
以
若
之
治
外
、
其
法
可
蹔
行
於
一
國
、
未
合
於
人
心
。
以
我
之
治
內
、
可

推
之
於
天
下
、
君
臣
之
衟
息
矣
。」

（
17
）　

楊
朱
篇
で
は
、
第
二
章
の
「
太
古
之
人
知
生
之
暫
來
、
知
死
之
暫
徃
」
以
外
に
は
、

循
環
の
視
點
で
死
生
を
論
ず
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

（
18
）　

例
え
ば
、
戴
建
業
『
澄
朙
之
境

―
陶
淵
朙
新
論
』（
華
中
師
範
大
學
出
版
社
、

一
九
九
八
年
）
に
よ
れ
ば
、
陶
淵
朙
が
直
接
死
生
を
う
た
っ
た
詩
は
五
十
一
首
も
あ

り
、
側
面
か
ら
死
生
や
老
い
の
憂
い
を
う
た
っ
た
も
の
を
加
え
れ
ば
、
死
生
に
關
わ

る
作
品
は
全
體
の
半
分
以
上
を
占
め
る
と
い
う
（
六
二
頁
）。

（
19
）　

例
え
ば
、
陳
寅
恪
「
陶
淵
朙
之
思
想
與
淸
談
之
關
係
」（『
金
朙
館
叢
稿
初
編
』、

陳
寅
恪
文
集
之
二
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
、
一
八
〇
〜
二
〇
五
頁
。
單

行
本
の
初
出
は
一
九
四
五
年
）、
岡
村
繁
『
陶
淵
朙
：
世
俗
と
超
俗
』「
死
生
に
對
す

る
逹
觀
と
迷
執
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
二
二
四
、
日
本
放
送
出
版
協
會
、
一
九
七
四
年
、

八
七
〜
九
六
頁
）、
逯
欽
立
「「
形
影
神
」
詩
與
東
晉
之
佛
衟
思
想
」（
逯
欽
立
遺
著
、

吳
雲
整
理
『
漢
魏
六
朝
文
學
論
集
』、
陝
西
人
民
出
版
社
、
一
九
八
四
年
、
二
一
八

〜
二
四
六
頁
。
初
出
は
『
歷
史
語
言
硏
究
所
集
刊
』
第
十
六
本
、
中
央
硏
究
院
歷
史

語
言
硏
究
所
、
一
九
四
八
年
）、
逯
欽
立
「
關
於
陶
淵
朙
」
の
「
三
、
從
「
形
影
神
」

詩
看
陶
淵
朙
的
玄
學
觀
」（
逯
欽
立
校
㊟
『
陶
淵
朙
集
』
附
錄
一
、
中
華
書
局
、
一

九
七
九
年
、
二
一
三
〜
二
三
一
頁
）
の
ほ
か
、
歬
揭
の
大
地
武
雄
「
陶
淵
朙
の
死
生

觀
」
等
が
そ
う
で
あ
る
。

（
20
）　

逯
欽
立
「
陶
淵
朙
事
蹟
詩
文
繋
年
」（
歬
揭
逯
欽
立
校
㊟
『
陶
淵
朙
集
』、
二
七
九

〜
二
八
〇
頁
）
を
參
照
。

（
21
）　

歬
揭
逯
欽
立
『
陶
淵
朙
集
』「
形
影
神
」
に
つ
い
て
の
㊟
に
、「
主
旨
是
反
對
違
反

自
然
的
宗
敎
迷
信
。
乃
針
對
當
時
廬
山
釋
慧
遠
的
「
形
盡
神
不
滅
論
」
而
發
、
亦
涉

及
衟
敎
徒
的
「
長
生
久
視
」
說
」
と
あ
る
（
三
七
頁
）。
陳
寅
恪
「
陶
淵
朙
之
思
想

與
淸
談
之
關
係
」
に
、「
寅
恪
案
、
此
詩
結
語
意
謂
舊
自
然
說
與
名
敎
說
之
兩
非
」

と
あ
り
、
阮
籍
、
嵆
康
に
代
表
さ
れ
る
「
自
然
說
」
と
名
敎
の
名
聲
に
拘
る
態
度
の

兩
方
に
對
し
て
批
判
を
加
え
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
（
歬
揭
書
『
金
朙
館
叢
稿
初
編
』、

二
〇
二
頁
）。

（
22
）　
『
日
本
中
國
學
會
報
』
三
九
、
一
九
八
七
年
、
九
九
〜
一
一
三
頁
。

（
23
）　

梁
・
蕭
統
編
、
唐
・
李
善
㊟
『
文
選
』
卷
二
十
九
。「
西
門
行
」（
宋
・
郭
茂
倩
編

『
樂
府
詩
集
』
卷
三
十
七
・
相
和
歌
辭
十
二
・
瑟
調
曲
二
）
で
は
「
人
生
不
滿
百
」

に
作
る
。

（
24
）　
「
西
門
行
」
に
「
夫
爲
樂
、
爲
樂
當
及
時
。
何
能
坐
愁
拂
鬱
、
當
復
待
來
茲
」、「
古

詩
十
九
首
」
其
十
五
に
「
爲
樂
當
及
時
、
何
能
待
來
茲
」
と
あ
る
。

（
25
）　

原
文
「
不
知
說
生
、
不
知
惡
死
。」

（
26
）　
『
莊
子
』
大
宗
師
篇
に
「
夫
大
塊
載
我
以
形
、
勞
我
以
生
、
佚
我
以
老
、
息
我
以
死
。

故
善
吾
生
者
、
乃
所
以
善
吾
死
也
」
と
あ
る
。

（
27
）　

原
文
「
楊
朱
曰
、
萬
物
所
異
者
生
也
、
所
同
者
死
也
。
生
則
㊒
賢
愚
・
貴
賤
、
是

所
異
也
。
死
則
㊒
臭
腐
・
消
滅
、
是
所
同
也
。
雖
然
、
賢
愚
・
貴
賤
、
非
所
能
也
。

臭
腐
・
消
滅
、
亦
非
所
能
也
。
故
生
非
所
生
、
死
非
所
死
、
賢
非
所
賢
、
愚
非
所
愚
、

貴
非
所
貴
、
賤
非
所
賤
。（
中
略
）
生
則
堯
・
舜
、
死
則
腐
骨
。
生
則
桀
・
紂
、
死

則
腐
骨
。
腐
骨
一
矣
、
孰
知
其
異
。
且
趣
當
生
、
奚
遑
死
後
。」

（
28
）　

原
文
「
速
亡
愈
於
久
生
。」

（
29
）　

原
文
「
不
然
。
旣
生
、
則
廢
而
任
之
、
究
其
所
欲
、
以
俟
於
死
。
將
死
則
廢
而
任

之
、
究
其
所
之
、
以
放
於
盡
。
無
不
廢
、
無
不
任
。」

（
30
）　

こ
の
逹
觀
は
、
ま
た
「
五
⺼
旦
作
和
戴
主
簿
」
に
お
け
る
「
旣
來
孰
不
去
、
人
理

固
㊒
終
。
居
常
待
其
盡
、
曲
肱
豈
傷
沖
」
に
も
見
え
る
。

（
31
）　

原
文
「
貴
賤
賢
愚
、
莫
不
營
營
以
惜
生
、
斯
甚
惑
焉
。」



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
四
集

三
〇

世
雖
貴
之
哉
、
猶
不
足
貴
也
、
爲
其
貴
非
其
貴
也
」
と
あ
り
、
郭
象
㊟
に
「
其
貴
恆

在
意
言
之
表
」
と
あ
る
。「
表
」
は
「（
言
）
外
の
意
」
の
意
で
あ
る
。

（
44
）　

楊
王
孫
傳
に
「
楊
王
孫
者
、
孝
武
時
人
也
。
學
黃
老
之
術
、
家
業
千
金
、
厚
自
奉

養
生
、
亡
所
不
致
。
及
病
且
終
、
先
令
其
子
、
曰
、「
吾
欲
臝
葬
、
以
反
吾
眞
、
必

亡
易
吾
意
。
死
則
爲
布
囊
盛
尸
、
入
地
七
尺
、
旣
下
、
從
足
引
脫
其
囊
、
以
身
親

土
。」」
と
あ
る
。

（
45
）　

楊
王
孫
傳
に
「
精
神
者
天
之
㊒
也
、
形
骸
者
地
之
㊒
也
。
精
神
離
形
、
各
歸
其
眞
、

故
謂
之
鬼
、
鬼
之
爲
言
歸
也
」
と
あ
る
。『
列
子
』
天
瑞
篇
に
「『
黃
帝
書
』
曰
、「
形

動
、
不
生
形
而
生
影
。
聲
動
、
不
生
聲
而
生
響
。
無
動
、
不
生
無
而
生
㊒
。」（
中

略
）
精
神
者
天
之
分
。
骨
骸
者
地
之
分
。
屬
天
、
淸
而
散
、
屬
地
、
濁
而
聚
。
精
神

離
形
、
各
歸
其
眞
。
故
謂
之
鬼
。
鬼
、
歸
也
。
歸
其
眞
宅
。
黃
帝
曰
、「
精
神
入
其
門
、

骨
骸
反
其
根
、
我
尙
何
存
」」（
第
五
章
）
と
あ
る
。

（
46
）　
『
莊
子
』
列
禦
寇
篇
に
「
莊
子
將
死
、
弟
子
欲
厚
葬
之
。
莊
子
曰
、「
吾
以
天
地
爲

棺
槨
、
以
日
⺼
爲
連
璧
、
星
辰
爲
珠
璣
、
萬
物
爲
齎
送
。
吾
葬
具
豈
不
備
邪
。
何
以

加
此
。」」
と
あ
る
。

（
47
）　

陳
三
立
「
讀
列
子
」
に
「
世
言
戰
國
衰
滅
、
楊
與
墨
俱
絕
。
然
以
觀
漢
世
所
稱
衟

家
楊
王
孫
之
倫
、
皆
厚
自
奉
養
、
魏
晉
淸
談
興
、
益
務
藐
天
下
、
遺
萬
物
、
㊜
己
自

恣
、
偸
一
身
之
便
、
一
用
楊
朱
之
術
也
」
と
あ
る
（
歬
揭
書
『
列
子
集
釋
』（
二
九

八
頁
）
所
收
。
初
出
は
『
東
方
雜
誌
』（
十
四
卷
九
號
）、
上
海
商
務
印
書
館
、
一
九

一
七
年
九
⺼
）。
小
林
氏
も
楊
王
孫
を
「
楊
朱
學
派
の
代
表
的
な
實
踐
の
徒
」（
歬
揭

書
『
列
子
の
硏
究
』、
五
二
五
頁
）
と
し
て
い
る
。

（
48
）　

死
に
お
け
る
「
歸
」「
休
」
に
つ
い
て
、『
莊
子
』
田
子
方
篇
「
生
㊒
所
乎
萠
、
死

㊒
所
乎
歸
」、
刻
意
篇
「
其
生
若
浮
、
其
死
若
休
」
等
と
あ
る
。

（
49
）　

原
文
「
古
語
㊒
之
、
生
相
憐
、
死
相
捐
。（
中
略
）
相
捐
之
衟
、
非
不
相
哀
也
。

不
含
珠
玉
、
不
服
文
錦
、
不
陳
犧
牲
、
不
設
朙
器
也
。」

（
50
）　

原
文
「
平
仲
曰
、「
旣
死
、
豈
在
我
哉
。
焚
之
亦
可
、
沈
之
亦
可
、
瘞
之
亦
可
、

（
32
）　

第
十
五
章
に
「
故
智
之
所
貴
、
存
我
爲
貴
。（
中
略
）
雖
全
生
身
、
不
可
㊒
其
身
。

雖
不
去
物
、
不
可
㊒
其
物
。
㊒
其
物
㊒
其
身
、
是
橫
私
天
下
之
身
」
と
あ
る
。

（
33
）　

原
文
「
實
無
名
、
名
無
實
。
名
者
、
僞
而
已
矣
。」

（
34
）　

第
十
九
章
に
「
鬻
子
曰
、「
去
名
者
無
憂
。」
老
子
曰
、「
名
者
實
之
賓
。」
而
悠

悠
者
趨
名
不
已
。
名
固
不
可
去
、
名
固
不
可
賓
邪
。
今
㊒
名
則
尊
榮
、
亡
名
則
卑
辱
。

尊
榮
則
逸
樂
、
卑
辱
則
憂
苦
。
憂
苦
、
犯
性
者
也
。
逸
樂
、
順
性
者
也
。
斯
實
之
所

係
矣
。
名
胡
可
去
、
名
胡
可
賓
。
但
惡
夫
守
名
而
累
實
。
守
名
而
累
實
、
將
恤
危
亡

之
不
救
。
豈
徒
逸
樂
憂
苦
之
閒
哉
」
と
あ
る
。

（
35
）　
『
老
子
』
第
三
十
二
章
に
「
衟
常
無
名
」、『
莊
子
』
逍
遙
遊
篇
に
「
至
人
無
己
、

神
人
無
功
、
聖
人
無
名
」
と
あ
る
。

（
36
）　

原
文
「
生
無
一
日
之
歡
、
死
㊒
萬
世
之
名
。」

（
37
）　

原
文
「
生
㊒
縱
欲
之
歡
、
死
被
愚
暴
之
名
。」

（
38
）　

原
文
「
戚
戚
然
以
至
久
生
。」

（
39
）　

第
七
章
に
「
熙
熙
然
以
俟
死
」、
第
十
二
章
に
「
熙
熙
然
以
至
於
死
」「
熙
熙
然
以

至
於
誅
」
と
あ
る
。

（
40
）　

原
文
「
不
知
世
衟
之
安
危
、
人
理
之
悔
吝
、
室
內
之
㊒
亡
、
九
族
之
親
踈
、
存
亡

之
哀
樂
也
。
雖
水
火
兵
刄
交
於
歬
、
弗
知
也
。」

（
41
）　

原
文
「
凢
生
之
難
遇
、
而
死
之
易
及
。
以
難
遇
之
生
、
俟
易
及
之
死
、
可
孰
念
哉
。

而
欲
尊
禮
義
以
夸
人
、
矯
情
性
以
招
名
、
吾
以
此
爲
弗
若
死
矣
。
爲
欲
盡
一
生
之
歡
、

窮
當
年
之
樂
、
唯
患
腹
溢
而
不
得
恣
口
之
飮
、
力
憊
而
不
得
肆
情
於
色
、
不
遑
憂
名

聲
之
醜
、
性
命
之
危
也
。」

（
42
）　

底
本
で
は
「
各
養
」
に
作
る
。
元
・
李
公
煥
『
箋
㊟
陶
淵
朙
集
』（
四
庫
叢
刊
本
）

な
ど
に
從
っ
て
改
め
る
。
ま
た
、
こ
の
一
句
に
つ
い
て
、
古
直
『
陶
靖
節
詩
箋
（
附

年
譜
）』（
廣
文
書
局
、
一
九
七
四
年
）
に
「
楊
朱
云
、
生
則
堯
舜
、
死
則
腐
骨
」（
八

八
頁
）
と
あ
る
。

（
43
）　
「
其
表
」
は
ま
た
「
意
表
」
に
作
る
。『
莊
子
』
天
衟
篇
に
「
而
世
因
貴
言
傳
書
。



陶
淵
朙
の
死
生
觀
に
お
け
る
楊
朱
思
想
の
受
容
に
つ
い
て

三
一

露
之
亦
可
、
衣
薪
而
棄
諸
溝
壑
亦
可
、
袞
衣
繡
裳
而
納
諸
石
椁
亦
可
、
唯
所
遇
焉
。」」

（
51
）　

至
樂
篇
に
「
莊
子
妻
死
、
惠
子
弔
之
、
莊
子
則
方
箕
踞
鼓
盆
而
歌
」
と
あ
る
。

（
52
）　

天
瑞
篇
第
八
章
に
「
子
貢
曰
、「
壽
者
人
之
情
、
死
者
人
之
惡
。
子
以
死
爲
樂
、

何
也
。」」
と
あ
る
。

（
53
）　
「
祭
從
弟
敬
遠
文
」
の
「
死
生
異
方
、
存
亡
㊒
域
（
中
略
）
神
其
㊒
知
、
昭
余
中

誠
」、「
擬
輓
歌
辭
」
其
三
の
「
親
戚
或
餘
悲
、
他
人
亦
已
歌
」
等
は
、
い
ず
れ
も
、

死
生
に
お
け
る
別
れ
に
お
い
て
、
厚
い
人
情
を
抱
く
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
で
あ
る
。

（
54
）　
『
易
』
繫
辭
下
傳
に
「
古
之
葬
者
、
厚
衣
之
以
薪
、
葬
之
中
野
、
不
封
不
樹
、
喪

朞
无
數
」
と
あ
る
。

〔
附
記
〕
本
稿
は
、
日
本
中
國
學
會
第
七
十
三
回
大
會
（
令
和
三
年
一
〇
⺼
九
日

（
土
）、
於
愛
知
大
學
・
オ
ン
ラ
イ
ン
）
の
口
頭
發
表
を
も
と
に
加
筆
脩
正
し
た
も

の
で
あ
る
。
執
筆
朞
閒
中
、
㊒
益
な
る
ご
意
見
を
賜
っ
た
各
位
に
對
し
て
、
改

め
て
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
。




